
東京大学工学部計数工学科伊理研究室
伊理研究室は，東京大学工学部計数工学科，第 2 講座 ・線形計画法の新解法の研究(伊理正夫，今井浩)

第 5 講座を指します.われわれの学科は，歴史的に，応 ・計算幾何学の研究(伊理正夫，今井浩，田中克彦)

用数学科，応用物理学科，計数工学科と名前が変わって 各人は研究成果を積極的に内外の研究発表会，論文誌

きたためか， ~伊理研究室というのは何学科ですか』と に発表することを心がけています.そのための準備や，

いう質問をよく受けるのですが，現在のところ，伊理教 授業(大学院の授業は輪読形式が主)の準備や，研究室

授が講座をもっている(第 2 講座は兼任)計数工学科の 内部の輪講の準備やらで，伊理研究室は，早朝から深夜

2 つの講座を伊理研究室といっています. まで，あかりの消える時がないくらいです.また各人が

昭和60年度の伊理研究室は，伊理教授，伏見助教授を 他の人の研究になるべく関心をもち，コメントをすると

含めて総勢 19名です. うちわけは， 第 2 講座1O(教授 L 、う伝統があるので，研究室の黒板の前では，よく議論

(兼担)，助教授，助手 2 ，博士課程在学者 1 ，修士課程 がたたかわされます.

在学者 4 ，研究員 1 )，第 5 講座 9 (教授，秘書，助手， こうして，助手，院生は，伊理教授，伏見助教授の薫

博士課程 1 ，修士課程 4 ，研究員 1 )です.これらのメ 陶を受けて研究者としての基礎的な訓練を受けているわ

ンパーが，教授，助教授を中心としたいくつかのグルー けですが，一方，現代の学生気質を反映して，研究室単

プとなって研究活動を行なっています.昭和60年の東京 位での旅行，コンパも頻繁に行なわれます.その中で，

大学工学部紀要に掲載した研究テーマは次の 9 つです. 毎年恒例となっているのが，毎年 l 月 15 日，成人の日に

・地理的最適化問題の効率的解法に関する研究(伊理正 本郷の，大学に近い伊理教授の自宅のオープンハウスで

夫，鈴木敦夫) す.この日は，伊理教授宅で立食形式のパーティーが開

・大規模電子回路解析の諸方法の研究(伊理正夫，久保 かれます.今年はOB ，現役あわせて40名ほどが集まり，

田光一) 伊理教授の奥様の手料理を食べながら，飲み，語り，大

・偏導関数の高速自動計算と丸め誤差の自動推定法(伊 騒ぎをしました.

理正夫，土谷 隆) 伊理研究室の雰囲気を私なりにまとめてみました.わ

・擬似乱数および準乱数に関する研究(伏見正則) れわれの研究テーマに興味をもたれた方は，下記宛ご連

・統計的順位づけおよび選択の問題(伏見正則) 絡ください.

・自然言語理解システムの研究(伊理正夫，富岡豊) 千 113 文京区本郷 7-3 ー l 東京大学工学部計

・計算機利用日本語教育システムの研究(舟久保照康， 数工学科 第 2 講座 鈴木敦夫

伊理正夫，荒木卓也)
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[運動会」といえば，われわれが小学生だった頃に

は，秋の学校行事の l つであったと思うが，現在は，

受験等の事情により，多くの学校では，春に行なうよ

うである.また，生徒数が多いため， \，、かに「速く」

プログラムを消化するか，時間との戦いのようであ

る.

昨年観た小学校の運動会のなかで「棒倒し j があっ

た.小生の体験した棒倒しでは，アタッカー，ディフ

ェンス，キーパーの 3 役で編成され，強いチームほど

守備に力を入れ，体格の大きい者が守備役にまわって

倒 し

し、7こ.

今回観た「棒倒し j では，用意ドン，開始10秒足ら

ずで「ピー・ピー J. ほぼ同時に両側から， 棒の倒れ

た合図があった.なんの事はない，勝負が早くつくよ

う，先生の指示で，体格の大きい者，半数が，アタッ

カーになり，残りの小柄な生徒たちが，守備役を務め

ていたのである.したがって，棒付近の戦いは，両方

とも「あっという間」に棒が，倒れてしまったのでし

た.これも，時間との戦L 、から生まれた l つのORで

あろうか(I)
~......・E・-・・四回目・・・・・B・M・....園田・・H・H・-・・・園田・.............・・・・・・・・・・・・・・H・・・圃皿・園田・・・園田包.....・・幽・H・R・-・・・・岨・・・・田医師幽固・・・・・・R・E・............・岡田園回・H・M・H開聞回目....・・'

1986 年 3 月号 (55) 189 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




